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 本資料は、独立行政法人国立高等専門学校機構（以下「当機構」という。）が調達する

「物理教科書の日英翻訳 一式」に係る入札の評価に関する基準について述べたものであ

る。 
 
１ 入札価格の評価方法 
  入札価格の評価については、次のとおりとする。 
   入札価格の得点は、入札価格を予定価格で除して得た値を１から減じて得た値に入

札価格に対する得点配分を乗じて得た値とする。 
 
     入札価格の得点＝価格点の配分×（１－入札価格÷予定価格） 
 
２ 技術等の評価方法 
   入札に係る技術等の評価は、別冊の仕様書、別添①の評価項目及び得点配分基準及

び別添②の加点付与基準（以下「評価基準」という。）に基づき、以下のとおり評価

を行う。 
   なお、仕様書及び評価基準に記載されていない技術等は評価の対象としない。 
   また、仕様書及び評価基準に記載されている技術等であっても、入札に係る技術等

が当機構としての必要度・重要度に照らして、必要な範囲を超え、評価する意味のな

いものは評価の対象としないことがある。 
（１）評価基準に記載する必須の評価項目に係る技術等については、評価基準に記載

する必須の基礎点を与え、更に、それを超える部分については、評価に応じ評

価基準に示す加点の点数の範囲内で得点を与える。 
（２）仕様書に記載する技術等の要求要件（以下「技術的要件」という。）を満たし

ているか否かの判定及び評価基準に基づき付与する得点の判定は、技術審査委

員会において、提出された総合評価に関する書類その他入札説明書で求める提

出資料の内容を審査して行う。 
 
３ 得点配分 
 
 
 
 
４ 総合評価の方法 
（１）入札価格及び技術等の総合評価は、次の各要件に該当する入札者のうち、「１ 入

札価格の評価方法」により得られた入札価格の得点に、「２ 技術等の評価方法」

により得られた当該入札者の申込みに係る技術等の各評価項目の得点の合計を加え

て得た数値をもって行い、当該数値の最も高い者を落札者とする。 
   ① 予定価格の制限の範囲内の入札価格を提示した競争加入者であること。 
   ② 入札に係る技術等が仕様書で規定する技術的要件のうち必須とした要求要件を

全て満たしている技術等を提案した入札者であること。 

区分 価格点 技術点 合計 

配点 ７７点 １５４点 ２３１点 



（２）上記数値の最も高い者が2人以上であるときは、当該者にくじを引かせて落札者を

決定する。この場合において、当該入札者のうち出席しない者又はくじを引かない

ものがあるときは、入札執行事務に関係のない職員に、これに代わってくじを引か

せ落札者を決定する。 



 

「物理教科書の日英翻訳 一式」に係る英訳トライアルの提出について 
 
以下のとおり、出版社ホームページに公開されている「内容見本PDF」の指定箇所を英

文翻訳した原稿を入札時に提示すること。 
≪内容見本≫ 
掲載ページ：https://www.morikita.co.jp/books/book/604 
指定箇所： 「1.1.3 平均の速度」及び「1.1.4 瞬間の速度」（PDF10～12ページ目。

図表を含む。） 
≪提示方法≫ 
「３．業務内容」の「（３）作成する原稿に関する事項」≪初稿≫ⅰからⅴ及びⅷに

準ずる。 
≪英訳品質の基準≫ 
ⅰ 用語・文法・構文が正確である。 
ⅱ 科学技術に関わる専門用語が正確に翻訳されている。 
ⅲ 英語を母国語としない読者にとって読みやすい平易な構文・表現になっている。 
ⅳ 訳語の選び方、使い方に統一性があり、あいまいさが排除できている。 
ⅴ 極端な意訳が無く、原文と比較して過不足なく翻訳されている。 

≪英訳品質の基準の評価方法≫ 
ⅰ 本機構内で選定した３名の評価者により、開札日までに実施する。 
ⅱ 評価は≪英訳品質の基準≫における１項目ごとに「０」「３」「１０」の３段階

とする。 
 


